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担当部課 建設部土木課

番号 70 事業名 道路維持管理事業

選
定
意
図

街路樹の管理について、市の負担が年々増加しているため見直したい。県道や近隣市町の状
況を調査しながら、剪定や雑草処理等の費用縮減等、合理的かつ効果的な管理方法のさらな
る工夫検討やアダプト制度の活用等について、委員の意見を伺いたい。

事
業
概
要

　快適な生活環境及び良好な道路景観を維持するために、街路樹の剪定、除草、清掃、灌水
等を行っている。管理路線の増加に伴い、維持管理費については、年々増加傾向にある。今後
も、公園西駅周辺地区、県道街路樹整備箇所等の路線が加わり、維持管理費は増加すること
が見込まれる。

課
題

・維持管理費が年々増加傾向にある。
・県道についても市が管理しており、その必要性について見直しが必要である。
・街路樹の管理について、地域で担ってもらえるものについては地域で担ってもらいたい。
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題
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す
る

行
革
担
当
課
意
見

・街路樹の維持管理費が増加傾向にあり、財政負担が大きいため、必要性、剪定頻度の縮減、
地域への移管等の見直しについて研究検討されたい。
・維持管理が容易な植栽への変更について、研究されたい。
・アダプト制度による街路樹の市民管理制度の導入を推進されたい。

バ
ッ
ク
デ
ー
タ

決算額（街路樹維持管理工事）
令和元年度　１１７，５０４，２００円
平成３０年度　１１３，３１７，９２０円
平成２９年度　１０６，３７２，４４０円
（別添資料）
　・令和元年度街路樹維持管理路線図（路線ごとのＲ１決算額）
　・街路樹維持管理（周辺自治体との比較）           
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・今後、市道部について、管理回数の見直しや植栽自体を減らすことにより、維持管理費削減
の効果と問題点を検証していく。
・県道について、市道部と同様に管理回数の見直しを行うことにより、維持管理費削減の効果と
問題点を検証していく。
・現在、アダプト制度による街路樹の市民管理制度を導入するにあたり、市民団体が可能な活
動範囲や活動内容を把握するためモデルケースを試行的に行っている。
・維持管理費を削減すれば、これまでの管理水準を維持できず、通行への支障、視認性の悪
化、景観性の低下などが懸念される。


